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北九州市環境首都総合交通戦略＜北九州市地域公共交通網形成計画＞

③ “ ”地域や生活行動に応じたバス路線の見直し のイメージ【 地域密着型バスネットワークの提供】  

 バス以外でも異なるモード間の乗り継ぎ（ 鉄道・
タクシー・ 自転車など） が便利になります 

 待ち時間を有効に使えるようになります 
 乗り継ぎの負担が軽減されます 
 乗り継ぎやすい運行ダイヤが提供されます 

期待される効果

【 主な取り組み内容】
・ 乗り継ぎ拠点の整備(駐輪ｽﾍ゚ ｽー･ﾀｸｼー 乗場の整備等) 

・ バス待ち環境の整備(ﾊ゙ ｽ待ちｽﾍ゚ ｽー確保等) 

・ バリアフリー化の推進 

（ 歩道の段差解消、わかりやすい案内情報の提供等）

・ バスと軌道との連携強化         など 

バス機能強化区間での取り組み イメージ

連節バス

レンタサイクル

広告付 き
バス停

バスレーン
（ｶﾗｰ舗装） ベンチ

幹線バスの定時性や速達性を確保し利用促進を図るために、バス路線の

再編も視野に入れ連節バス等のBRT システムの導入や、バス停・ バス

レーンの整備を進めます

バスレーン

公共車両優先信号

バスカメラ

注） 居住誘導区域 ・ ・ ・ 立地適正化計画の中で、居住を誘導し人口密度を維持する

エリアを示します 

フィーダーバス・ ・ ・ 幹線のバス停や鉄道駅と接続し、地域内の移動を支える支

線の役割を担うバスを示します 

ＢＲＴシステム・ ・ ・ 連節バス、バスレーン等を組み合わせることで、速達性・

定時性の確保や、輸送能力の増大が可能となる高次の機能

を備えたバスシステムです 

乗継ポイントを経由し住民

の日常生活行動（ 通院や買

物など） を踏まえたバス路

線の導入を検討します 

【おでかけ交通への支援】

その他の主な取り組み

 地域の実情に応じた輸送サービスが
提供され、買い物や通院などの移動

が便利になります 

 郊外部での住民の足が確保されます 

【 主な取り組み内容】

・ フィーダーバス等の導入・ 検討 

・ おでかけ交通への支援     など 

期待される効果

おでかけ交通の利用を促す

広報活動や運行に係る一部

費用などの支援を行います

枝光地区

【フィーダーバスの導入・検討】

平和通りバス停

バスロケーションシステム

【 主な取り組み内容】

・ BRT システム（ 大量輸送バス

等） の導入検討 

・ 既存バスレーンのカラー舗装

化、路面表示 

・ バスレーンの導入・ 延伸 

・ バス待ち環境の整備 

(上屋･ﾍ゙ ﾝﾁ･ﾊ゙ ｽﾛｹー ｼｮﾝｼｽﾃﾑ等) 

など 

 朝の通勤・ 通学時など、一度に大勢の利用者
を輸送することができるとともに、マイカー

からバス利用への転換の受け皿として機能

します 

 都心部では運行効率化により走行がスムー
ズになり、定時性の確保につながります 

 ベンチで休んだり、バスの運行情報が表示さ
れたりと、快適にバス待ちができるようにな

ります 

期待される効果

【バス待ち環境の改善】 

乗継ポイントでの主な取り組み

Ｊ Ｒ城野駅南口

バス停周辺の商店や公共施設との連携

も視野に、快適なバス待ちスペースの

確保を進めます 

バス停の整備に併せて、駐輪スペース
やタクシー乗場などの施設の検討を
行います 

さらに、誰もが利用しやすく するた

め、バス停周辺での段差解消などのバ

リアフリー化を進めます

【乗り継ぎ拠点の整備】 

バス機能強化区間での主な取り組み

ﾊ゙ ｽ待ちｽﾍ゚ ｽーのｲﾒー ｼ゙
(コンビニエンスストアの活用)

フィーダーバス

 参 考 地域公共交通ネットワークの再構築に向けた取り組み


